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「焼津市住生活基本計画策定」のためのアンケート調査結果概要 
１．調査概要 

（１）調査目的 

本調査は、焼津市住生活基本計画の策定にあたり、市民の意向や住生活の実態を把握し、計画

策定に反映させることを目的として実施した。 

 

（２）調査方法 

調査対象 焼津市在住で 20歳以上の世帯主（住民基本台帳より無作為抽出） 

調査手法 郵送による留置記入式 

調査期間 平成 29年 7～8月 

配布数 3,000件 

有効回収数 1,995件 

有効回収数／配布数 66.5％ 

 

２．結果概要 

（１）回答者の属性     

男性

80%

女性

19%

無回答

1%

男女比N=1995

20～29歳

0.2%

30～39歳

3.1%

40～49歳

13.8%

50～59歳

19.1%

60～69歳

30.0%

70歳以上

32.6%

無回答

1.2%

年代N=1995

農林水産業

3%

会社員、公

務員

35%

自営業（農

林水産業を

除く）

11%
パート・アルバイト

11%

主婦・主夫

2%

無職

32%

その他

5%

無回答

1%

職業N=1995

自宅

11%

市内（自宅

を除く）

27%

静岡市

10%藤枝市

8%
その他県内

8%

県外

1%

勤務も通学も

していない

26%

無回答

9%

勤務先・通学先N=1995
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（２）現在の住まいについて 

     

 

 

単身

13%

夫婦のみ

20%

夫婦と子ど

ものみ

32%

夫婦とその

親のみ

4%

三世代以

上の同居

14%

母子家庭ま

たは父子家

庭

6% その他

8%

無回答

3%

家族構成N=1995

１人

14%

２人

26%

３人

21%

４人

19%

５人

9%

６人

以上

9%

無回答

2%

家族人数N=1995

87.4%

2.8%

1.5%

1.5%

3.4%

0.5%

0.3%

0.7%

0.7%

1.5%

持家一戸建て

分譲マンション

借家（一戸建て）

賃貸マンション（非木造）

アパート（木造等）

公営住宅

給与住宅（社宅・官舎）

同居・間借り・住み込み

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

住んでいる住宅N=1995

5年未満

3% ５～10年未満

8%

10～20年

未満

21%

20～30年

未満

17%

30～40年

未満

18%

40年以上

31%

無回答

2%

現在の場所での居住年数

N=1995

S36年以前

2%
S37～46年

6%

S47～56年

18%

S57～H２年

15%

H３年～12年

25%

H13～22年

21%

H23年以降

7%

わからない

4%

無回答

2%

現在の住まいの建築時期

N=1995

30㎡

未満

1% 30～50㎡

4%

50～70㎡

7%

70～100㎡

14%

100～120

㎡

19%120～150㎡

25%

150㎡以上

21%

わからない

6%

無回答

3%

住宅の広さ

N=1995

費用はかからない

49%

２万円未満

6%

２～４万円

5%

４～６万円

10%

６～８万円

9%

８～10万円

8%

10～12万円

5%

12万円以上

4%

無回答

4%

住宅関係の費用N=1995
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32.4%

22.2%

28.2%

12.6%

14.0%

10.8%

11.7%

11.5%

15.5%

13.9%

10.4%

15.2%

30.6%

16.9%

15.9%

11.5%

44.0%

38.9%

44.7%

33.4%

47.4%

45.4%

42.2%

48.3%

40.7%

42.4%

36.8%

53.4%

46.6%

46.6%

55.7%

54.7%

18.4%

29.4%

20.5%

34.6%

30.9%

34.4%

32.3%

30.4%

32.1%

32.5%

33.6%

25.0%

17.2%

28.0%

23.5%

28.1%

5.3%

9.4%

6.6%

19.4%

7.7%

9.4%

13.5%

9.7%

11.7%

11.2%

19.2%

6.4%

5.7%

8.5%

4.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住宅の広さ・間取り

収納の多さ、使いやすさ

台所・トイレ・浴室等の使いやすさ、広さ

地震・津波等の安全性

火災に対する安全性

住宅の防犯性能

住宅のいたみの少なさ

住宅の維持管理のしやすさ

住宅の断熱性能や気密性能

冷暖房などの省エネ性能

高齢者等への配慮（バリアフリーや手すりなど）

換気性能

居間など主な居住室の採光（陽当たり）

外部からの騒音などに対する遮音性

外部からのプライバシーの確保

総合評価

住宅の満足度

満足 まあ満足 少し不満 不満

N=1995

10.1%

9.8%

7.3%

4.6%

6.9%

6.3%

11.5%

14.7%

12.2%

8.3%

9.8%

19.0%

8.7%

9.6%

8.6%

4.4%

4.1%

4.3%

44.2%

49.8%

35.3%

36.1%

46.0%

54.5%

55.1%

54.9%

49.8%

43.0%

48.3%

55.4%

54.5%

62.6%

67.6%

54.8%

54.9%

60.3%

36.8%

30.9%

38.8%

46.4%

35.9%

34.3%

26.0%

22.7%

27.9%

35.7%

32.2%

21.2%

30.1%

21.8%

20.6%

35.2%

35.3%

31.5%

9.0%

9.5%

18.6%

12.9%

11.2%

4.9%

7.3%

7.7%

10.2%

13.0%

9.8%

4.5%

6.7%

6.1%

3.1%

5.5%

5.7%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

火災の延焼の防止

災害時の避難のしやすさ

水害、津波の防災対策

敷地やまわりのバリアフリー化の状況

まわりの道路の歩行時の安全性

治安・犯罪発生の防止

騒音、大気汚染などの少なさ

通勤、通学などの利便性（※該当する方のみ）

買い物、医療・福祉・文化施設などの利便性

子どもの遊び場、公園など

緑や水辺などの自然とのふれあい

敷地の広さや陽当たり、風通しなど

まち並みや景観・眺望

親や子、親戚などの住宅との距離

近所の人たちやコミュニティとの関わり

福祉・介護などの生活支援サービスの状況

子育て支援サービスの状況

総合評価

住環境の満足度

満足 まあ満足 少し不満 不満

N=1995
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（３）住宅のリフォーム※・建替え・転居について   

 

   

 

現在の家に

住み続ける

57%

リフォーム※を

行って住み続

ける

8%

家を建替える

2%

転居する

4% わからない

13%

無回答

16%

今後の住まいN=1995

現住所の近く

（徒歩圏内）

12%

同じ地域

内（徒歩

圏内を除

く）

14%

市内の他

地域

27%

市外

27%

県外

4%

無回答

16%

転居先N=74

123

52

47

40

28

26

18

15

13

11

11

7

6

6

5

5

6

35

0 20 40 60 80 100 120 140

住宅のいたみを直す、きれいにする

間取り、収納、設備などを使いやすくする

高齢期の生活の安全安心や住みやすさの向上

地震に対する安全性の向上

親、子などとの同居・隣居・近居

住宅の維持管理をしやすくする

住宅を広くする、部屋を増やす

退職・離職後の生活の充実・平穏

津波・水害等の被害を避ける

住宅を小さくする、部屋を減らす

ローン、家賃など住居費負担の軽減

省エネルギー性能の向上

子育て・教育の環境を整える

換気、採光、遮音などの住宅性能の向上

就職、転職、転勤などに対応

通勤、通学などの利便性の向上

その他

無回答

転居や建替え、リフォーム※の目的

持ち家

38%

借家

23%

こだわ

らない

13%

無回答

26%

転居先の種類
（持ち家・借家別）

N=74

持ち家

59%

借家

36%

こだわらない

5%

40～50代の転居先の種類
（持ち家・借家別）

N=22

N=454 

新築注文

住宅

36%

建売住宅

11%

中古住宅

18%

こだわら

ない

14%

その他

18%

持ち家の種類N=28

戸建て借家

6%

賃貸アパート・

マンション

64%

公営住宅

12%

老人ホー

ムなどの

高齢者福

祉施設

6%

その他

6%

無回答

6%

借家の種類

N=17
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（４）高齢期の住まいや生活の意向 

 

 

 

22

19

19

10

10

7

7

7

6

2

2

1

0

3

11

0 5 10 15 20 25

買い物、医療などの利便性

安全な暮らし（地震、津波、水害等の防災）

高齢期の暮らしやすさ（徒歩圏内の利便性）

通勤・通学の利便性

近所との良好な人間関係

公共交通の利便性

親や子どもの住まいなどとの近さ

日照や通風などの立地条件

緑や水辺などの自然の豊かさ

治安の良さ

まち並みや景観・眺望の良さ

子育てのしやすさ

文化活動や生涯学習の場の利便性

その他

無回答

転居先に求める住環境として重視することN=126

売却したい

28%

借家として

貸したい

0%

子どもなどに相

続させたい

4%

借家なので考えていない

38%

住宅を取り壊して

土地を活用したい

7%

そのまま残して

おきたい

3%

その他

4%

無回答

16%

転居する場合の

現在の住宅について

N=74

1,360 

69 

64 

43 

14 

379 

27 

39 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

現在の場所に住み続けたい

近隣市町に移りたい

市内の別の場所に移りたい

市内や近隣市町以外に移りたい

徒歩圏内の別の場所に移りたい

わからない

その他

無回答

高齢期も現在の場所に住み続けたいと思うかN=1995
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1,259 

87 

62 

47 

33 

19 

400 

26 

62 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

現在住んでいる住宅

老人ホームなどの高齢者福祉施設

住宅を新築または購入する

高齢者向けの設備やサービスが充実した借家

一般のアパート、借家

家族や親戚の住宅

わからない

その他

無回答

高齢期の住まいについてN=1995

1,573 

640 

587 

148 

123 

121 

85 

17 

77 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

買い物や通院などの日常生活が便利である

住み慣れた地域で近くに親戚や友だちがいる

自然災害の危険性が低い

コミュニティが充実している

交流の場や機会がある

豊かな自然環境がある

道路や公園などが整っている

その他

無回答

高齢期の住まいの住環境として重要だと思うことN=1995

321

101

172

125

124

716

336

16

84

0 100 200 300 400 500 600 700 800

親族等と同居する（二世帯住宅を含む）

同じ敷地内の別棟に住む

親族等の近隣（同じ地域）に住む

親族等と同じ市内に住む

親族等の近隣市町に住む

特にこだわりはない

わからない

その他

無回答

高齢期における身近な親族等（子や兄弟など）との住まい方N=1995
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（５）今後の焼津市の住宅施策 

 

 

608

556

219

63

451

23

75

0 100 200 300 400 500 600 700

福祉・介護サービスにより自宅で生活したい

老人ホームなどの施設を利用したい

同居する親族等の世話で、自宅で生活したい

近隣に住む親族等の世話で、自宅で生活したい

わからない

その他

無回答

将来、介護が必要となり、自分だけで生活できなくなった場合N=1995

935

754

591

403

203

195

73

42

41

113

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

高齢者や障がい者のための住宅整備の支援

若者・子育て世帯への住宅支援

空き家の適切な管理・活用の促進

耐震性の向上、不燃化の支援

住宅に関する情報発信や相談体制の充実

市営・県営住宅への入居機会の拡大

良質な民間賃貸住宅の建設支援

分譲マンションの維持管理等に対する支援

その他

無回答

今後の焼津市の住宅施策としてどのような取組が必要だと思うかN=1995

930

780

596

397

215

189

189

80

26

43

73

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

高齢者などが生活しやすいまちづくり

住宅地の防災性や安全性の確保

子育て世帯にも暮らしやすいまちづくり

道路・公園・下水道などの整備

住宅地の環境保全の推進

美しく統一感のあるまちづくり

地域住民同士の交流が盛んなまちづくり

市民参加によるまちづくり

外国人にも暮らしやすいまちづくり

その他

無回答

今後の焼津市の住環境施策としてどのような取組が必要だと思うかN=1995
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1042

730

523

410

215

175

146

127

107

33

74

0 200 400 600 800 1,000 1,200

自宅で介護が受けられる福祉サービス

デイサービスや医療施設の整備

住宅をリフォームする際の助成支援

安心して外出できる道路や公共施設の整備

地域による見守り

公的住宅への入居の優遇

親族などへの同居・近居に対する支援

民間借家への入居を拒否されない調整・支援

民間借家への家賃助成

その他

無回答

焼津市で高齢者や障がい者の方が安心して暮らすために、どのような取組が必要かN=1995

807

604

560

268

246

235

183

175

173

93

55

121

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

子育て設備・支援サービスの整備

若者のニーズにマッチした企業の誘致

持家の建設や購入等に対する支援

ＵＩＪターン希望者や移住希望者へのＰＲ

子供の遊び場、公園の整備

道路の歩行時の安全性の確保

幼稚園・小学校の整備

小児科などの医療機関の充実

近隣の人たちやコミュニティとの関わり

民間賃貸住宅入居時の一時金補助

その他

無回答

若者・子育て世帯の定住を促すために、どのような取組が必要かN=1995

805

738

234

26

13

59

120

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

所有者、市、自治会などの関係者の協働により対処するこ

とが望ましい。

個人資産のため、所有者の責任で解決するべきである。

（行政は啓発や助言・指導等）

市が税金を使って対処することが望ましい。

自治会等、地域で対処することが望ましい。

近隣住民同士で対処することが望ましい。

その他

無回答

空き家はどのように対処するべきかN=1995
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546

469

59

43

12

11

3

264

5

583

0 100 200 300 400 500 600 700

売却

子どもや親族などが住む

更地にして利活用する（駐車場等）

賃貸

そのまま残しておく（空き家になる）

市や地元自治会等に寄付

物置などとして利用する

わからない

その他

無回答

現在の住宅が、将来空き家となった場合、どうなると思うかＮ=1995


